
　1982 年のことだった。両眼の白内障に対して眼内レンズ移植手術を受けて，両眼とも裸眼遠方視で 1.0 

の視力となったある患者が，外来の待合いで老眼鏡も掛けずに文庫本を読んでいる姿に驚いた。単焦点の

眼内レンズでは遠方視，近方視ともに裸眼視力が良好になるはずがないと思っていたからだ。

　そこで眼内レンズ術後の患者 30 名に協力していただき，他覚的屈折度から求められる焦点と石原式近

点計で求められる自覚的な近点とから，見かけ上の調節力を計算してこの値を眼内レンズ移植眼の偽調節

と称した。総計 40 眼について偽調節を求めたところ，焦点から近方方向に平均約 2D の偽調節があるこ

とがわかった。さらに検討すると，偽調節値は瞳孔径に反比例する傾向が最も顕著であることがわかり，偽

調節は眼の焦点深度に深く関連する現象であると結論した（「AJO」1983，「IOVS」1984）。ところが実際

の人眼での焦点深度はせいぜい 0.05D 程度であるとの指摘を受け，その本態は完全には解明されずに今に

至っている。

　最近，屈折矯正手術の進歩により眼の光学系の理解が進み，さまざまな収差が測定できるようになって

きた。本誌今月号でも先月号に引き続き，大沼一彦氏の「屈折矯正手術に役立つ眼光学」が掲載されてい

る。そこでは波面収差やコマ収差などの解説があり興味深い。これらの収差が偽調節に影響を与えている

点などがシミュレーションによって図示されており，以前は考えもしなかった要因が偽調節に関係してい

ることが理解される。しかし，同様に収差がまったくない場合でも瞳孔径 2 mm で約 2D の近方方向への

偽調節が存在するように解釈される（本誌 8 頁，図 2）。とすると，さまざまな収差は偽調節を修飾する

因子ではあっても，その本質的な要因は別の部分にあるとは考えられまいか。焦点深度もあながち間違い

ではないのではとの思いを強くした次第である。

 （中澤　満）
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